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　摂食・嚥下障害とは、口から食べる事、飲み込むこと
の障害のことです。嚥下障害は、脳卒中や口腔内の病気
でも起こりますが加齢によっても起こります。
　加齢による摂食・嚥下機能の変化には次のようなもの
があります。

①歯の消失や義歯の不適合が起こり噛む力が弱くなる。
②味覚が変化する。
③食べるために必要な舌、頬、喉などの筋力が弱くなる。
④嚥下反射、咳反射などが弱くなる。

　嚥下機能が低下すると生活の中で次のような兆候がみ
られるようになります。

・食事中や食事後にムセや咳が多くみられる
・食後にかすれ声になる
・喉に違和感や残留感を感じる
・体重の減少、倦怠感がある
・咳がよく出る、寝ている時に咳こむ

　このような徴候があると、誤嚥している可能性があり
ます。
　誤嚥とは、唾液や食物などが、誤って気管に入ってし
まうことを言います。誤嚥した唾液や食物に含まれた細

菌が気管から肺へ入ることで炎症を起こすのが誤嚥性肺
炎です。
　誤嚥性肺炎は、免疫力や呼吸機能が低下しやすい高齢
者に多く発症し重症化しやすくなります。そのため日々
の予防が大切となります。

　予防法には、歯磨きやうがいを行い口の中を清潔に保
つ口腔ケア（図１）や、胃液の逆流を防ぐため食後すぐ
には横にならない他、簡単に行えるものに嚥下体操（図２）
があります。嚥下体操には、食べるために必要な口の筋
肉を鍛えたり、唾液の分泌を促して飲み込みやすくした
りする効果があります。短時間で行えますので日々の習
慣に取り入れてみてはいかがでしょうか。
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　浜田医療センターでは、外科、整形外科、形成外科、
脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿
器科、産婦人科、眼科、歯科口腔外科における11診療
科の手術を行っています。手術件数は年々増加傾向にあ
り、平成26年度の手術件数は約2400件でした。そして
島根県西部の急性期医療を担っており、緊急手術にも
24時間対応しています。
　私が手術看護認定看護師を目指したきっかけは、独り
身で初めての手術を受ける乳癌の患者さんとのかかわり
でした。術前訪問では落ち着いた様子だったので、手術
や麻酔についての受け入れはできていると思っていまし
た。手術当日、患者さんの気丈にふるまう態度が気にな
り、意識がなくなるまでそばで声をかけ対応し、予定通
りの手術が終了しました。術後訪問では「私は独り身で
しょ、本当はとても怖かったの。あなたがずっとそばに
いてくれたから頑張れたの。ありがとう。」といって手を
握ってくれました。この患者さんの一言をきっかけに、
『手術看護を更に深めたい、安全・安楽な手術を提供し
たい』と思うようになり、平成23年に手術看護認定看護
師資格を取得しました。
　手術看護というと、「どんな看護をしているのかわか
らない」「病棟とは違って患者さんとの関わりが少ない」
などのイメージはありませんか。手術は人生において大
きなイベントです。患者さんが手術という侵襲的な治療
を受ける手術室において、麻酔によって意識をなくし自
ら訴えることができなくなった時に、代弁者として役割
を果たすことが手術看護では重要です。
　手術看護には『器械出し』と『外回り』という2つの役割が
あります。医師と共に清潔な状態になって手術に必要な
器械を手渡す『器械出し』看護では、術式により起こり得
る事態を予測し、正確かつ迅速に器械、材料の受け渡し
を行い、円滑な手術進行に貢献できるよう努めています。
手術が安全に行われるよう調整する『外回り』看護では、
患者さんの身体的・心理的・社会的な状態を総合的に
判断し、個別的なケアを計画、実施するよう努めています。
　近年は在院日数の短縮や手術件数の増加に伴い、患者
さんの情報収集が非常に難しくなってきています。また
早期からかかわりオリエンテーションを行う機会も少な
いのが現状です。そこで当院では麻酔科医が行う術前診
察に手術室看護師が同席し、麻酔科医と共同できるよう
麻酔のリスクを把握して手術に携わるようにしていま

す。この時患者さんやご家族に対して、当日の流れや手
術体位等についての説明、禁煙指導を行い、合わせて手
術や麻酔に関する思いを傾聴し、患者さんに合った支援
を行っています。
　現在は、手術を受ける患者さんやご家族に対して安全
と安楽を保証することを活動目標としています。認定看
護師になってから病棟勤務も経験し、手術決定から回復
期における継続看護の重要性を実感しました。今後も、
手術に携わるメンバーと共に切磋琢磨していきたいと思
います。
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